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 前報 に於 て糸状分子 の溶液粘度 を溶剤 との混合粘度 と考 えて求 めた式 は(1)の 如 きものであ

る.

   〔η〕ヨ〔lr1ηr/c〕G→po==工～11m-『1(lsr2/Ms)111(1.n77コt-lnη2)     ( 1 )

ηゴは溶液 朕態 に於 ける溶質の軍 蜀の假 想の粘度 であ り熔融粘度 とは必 ず し も同一で は な い.

(1)}よ次 の形 にな る.

   〔・〕-M・ 一(・r・/蹴 ・・(V・/・ゆ一4s1於計 …星+轟 審E2}(・)

トをつけたのはセグ メンi・を表 してい る.し かるにEτorVの ポ リエステルの溶 液 の 實 験(」.

Amer. Clleln. gQe。,62,3032,1940)及 び ㌦館者が行 つ た天i然 ゴムのペ ンゾール溶液(別 に報一ll～の

豫 定)で は溶液 の粘 変の温度 係数 と溶剤 のそれ とは殆ん ど同一・とな る事 よ りこの場 含は」E。著=

d 1・: 2Xで あ りセ グ メン トの大 さが丁度溶剤1・}二の大 さであ る事 にな る.從 つて この場 合は(2)式 は

   〔η〕=一/.TNIIm『1(dSlve-d試2蔚)/1も   (3)     '

ポ リ エステ ルでは4Sコ 榮の分 子量(カFボ ン数 をZと す)と の關 係は熔融粘度 の場合・に(6.8-O・5zi/2

)と な る事 がEyringに よ り指適 されてい るので(丈 献 前出)こ れが溶液 の ときもあては まる と

す る と

   〔η〕=ムrlm」(05Z1/L' -6.8十b)/R   (4)

とな りbは 溶剤 のJSノ で あつ て前記Floryの 實 験 の液 剤 ヂエチ レンアヂペ'ト で は筆 者 の 計

算 では7.98(E.U.)と なつ た.故 に(4)式 は この ときは

   〔η)==O.25Aflm『iZi/2

m :3/2一で は

   〔η〕=0.69Z    (5)

但 し(η)は 濃 度gみ の ときの〔hユη/の。.>Cであ る.こ れがs亡audilig〔Tの 粘 度式 に あ た る わ け で

Staudil19erに よ る とKヒ、qGi鎖 の カeボ ン1箇 りの粘度恒 数)は0.6～2.21b- .とな つて い る. vStaud--

ingerは 高 分子が棒 朕 と考へてい るが この ときはKulinの 云 う如 き溶剤f立の 大 さの軍位 で 自

由に屈 曲す る ときにあ ては まるべ きミ!{にな る.

 以 上 はm=%と したが これはKu}mの の べた理 想的 な 毬 状の場合 であつて物質 に よ り叉溶

酷 温 度 によ り叉分子量 に よりかな り異 るもの と恕、われ る(櫻 田一郎,日 本 化塵 繊維 研究 所講

演集,第5輯,昭 和15年,33頁)・ 又流動の軍 flil:が常 に溶剤 と同 じに なる慕 も疑暇 で,こ れ は温

度係数 を正 確 に調べ る必要があ るが温度に よ りmも 攣 るii∫能i生があ る事 も考 慮 に入 れねばな ら

ない.叉 高 分子が 毬状を して容積 が塘加 してい るた めの セグ メン1・敵 の増加 を エン トロピー項

の他E8及V8項 に も適用で きるか否 か も疑問 でこれについ ては次の報告 にのべ る。
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